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翻
刻
要
領 

 [

底
本
お
よ
び
全
体
の
構
成
・方
針
に
つ
い
て] 

一
、
本
書
は
、
跡
見
学
園
蔵
の 

[

跡
見
花
蹊
日
記]

 

全
四
十
七
冊
（
以
下
、「
原
本
」
と
呼
ぶ
）
を
底
本

と
し
て
、
そ
の
記
述
内
容
を
翻
読
・
活
字
化
し
た
も
の
を
年
度
ご
と
に
配
列
し
、
四
分
冊
と
し
た
も

の
で
あ
る
。 

 

一
、
原
本
は
、
文
久
元
年
～
明
治
二
十
三
年
ま
で
の
内
容
を
持
つ
和
装
本
十
四
冊
（
第
一
号
～
十
四
号
、

た
だ
し
第
八
号
の
み
は
洋
装
市
販
ノ
ー
ト
）
、
お
よ
び
明
治
二
十
五
年
～
大
正
十
四
年
ま
で
の
洋
装

当
用
日
記
三
十
三
冊
（
No.
１
～
No.

34
、
た
だ
し
No.

４ 
<

明
治
二
十
八
年>

 

欠
）
で
あ
る
。
本
書

と
原
本
の
年
次
配
列
関
係
に
付
い
て
は
、
当
翻
刻
要
領
末
尾
［
年
次
・
原
本
対
応
表
］
参
照
。
ま
た
、

各
原
本
の
詳
し
い
形
態
お
よ
び
記
述
形
式
等
に
つ
い
て
は
、そ
れ
ぞ
れ
の
年
次
冒
頭
に
記
し
た
解
題

お
よ
び
図
版
参
照
。 

 

一
、
翻
刻
の
方
針
は
、
原
本
の
記
載
形
式
を
尊
重
し
、
私
に
改
変
を
加
え
な
い
こ
と
を
基
本
と
し
た
。
た

だ
し
、
現
代
の
読
者
に
よ
る
通
読
の
便
や
全
体
の
統
一
を
図
る
た
め
、
以
下
の
要
領
に
従
っ
て
種
々

の
校
訂
を
施
し
た
。 

 [

本
文
の
組
方
に
つ
い
て] 

一
、
翻
刻
の
対
象
は
、
毎
日
の
日
付
の
下
に
記
さ
れ
て
い
る
日
記
部
分
お
よ
び
会
計
・
収
支
決
算
ま
た
挿

入
紙
等
と
し
、
原
本
の
表
紙
、
冒
頭
ま
た
末
尾
等
に
記
さ
れ
る
、
日
記
の
内
容
に
直
接
関
わ
ら
な
い

記
述
は
、
各
年
度
の
解
題
に
譲
り
、
翻
刻
対
象
か
ら
は
省
い
た
。 

 

一
、
同
一
日
付
内
に
お
け
る
、
干
支
・
曜
日
・
予
定
・
天
候
・
温
度
・
受
方
摘
要
・
払
方
摘
要
・
発
信
・

受
信
等
の
記
述
の
順
番
は
、
適
切
な
位
置
に
移
動
さ
せ
る
等
の
処
置
を
施
し
た
。 

 

一
、
原
文
の
段
落
は
、
原
則
と
し
て
追
い
込
み
と
し
た
。
た
だ
し
、
茶
会
記
・
行
列
次
第
・
式
次
第
・
能

番
組
等
で
、
追
い
込
み
と
し
た
の
で
は
句
読
が
煩
雑
を
極
め
理
解
不
可
能
と
な
る
よ
う
な
場
合
は
、

原
本
の
改
行
や
字
空
き
等
の
記
述
形
式
を
尊
重
し
て
、
こ
れ
を
残
し
た
。
ま
た
、
和
歌
・
俳
句
・
漢

詩
・
歌
謡
・
引
用
等
が
あ
る
場
合
は
、
改
行
の
上
、
そ
の
部
分
を
二
字
下
げ
と
し
た
。 

 

一
、
本
文
の
記
事
の
続
き
と
し
て
欄
外
に
書
か
れ
て
い
る
記
述
は
、
改
行
せ
ず
に
、
本
文
に
そ
の
ま
ま
続

け
た
。本
文
と
は
続
か
な
い
欄
外
の
記
述
は
、
段
落
を
改
め
て
、
そ
の
日
付
の
本
文
の
後
に
置
い
た
。 

 

一
、
欄
外
お
よ
び
行
間
の
補
記
・
注
記
等
は
、
本
文
中
の
当
該
箇
所
に
組
み
入
れ
た
。
し
か
し
、
そ
の
措
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置
に
よ
っ
て
、
却
っ
て
文
意
が
錯
綜
す
る
場
合
は
、
活
字
の
級
数
を
落
と
し
て
本
文
に
組
み
入
れ
た
。

ま
た
、ど
う
し
て
も
本
文
中
に
組
み
入
れ
ら
れ
な
い
場
合
は
、本
文
と
続
か
な
い
欄
外
記
述
と
同
様
、

段
落
を
改
め
て
、
そ
の
日
付
の
本
文
の
後
に
置
い
た
。 

 

一
、
敬
意
の
た
め
の
平
出
・
闕
字
は
、
こ
れ
を
残
さ
ず
、
通
常
の
記
載
と
同
様
の
扱
い
と
し
た
。 

 
 
 

例 

近
日 

 

和
宮
様  

→  

近
日
、
和
宮
様 

 

（
文
久
元
年
十
月
三
日
） 

拝
見
申
上
候
処 

→ 
拝
見
申
上
候
処
、
皇
后
様
御
好
製
に
て 

皇
后
様
御
好
製
に
て 

 

（
明
治
三
十
三
年
六
月
二
十
五
日
） 

 
 
 

な
ど
。 

 

一
、
小
字
の
二
行
、
あ
る
い
は
、
そ
れ
以
上
の
分
か
ち
書
き
は
、
こ
れ
を
残
し
た
。
た
だ
し
、
分
か
ち
書

き
内
の
改
行
は
、
そ
の
位
置
を
改
め
た
場
合
が
あ
る
。 

 

一
、
文
字
の
大
小
は
、
こ
れ
を
残
さ
な
か
っ
た
。
た
だ
し
、
補
記
ま
た
挿
入
句
的
な
部
分
は
、
級
数
を
落

と
し
て
本
文
を
組
み
、
意
味
を
取
り
や
す
く
し
た
。 

 
 
 

例 

七
ッ
時
ヨ
リ
千
世
滝
さ
ま 

私 

き
く
女 

→ 

七
ッ
時
ヨ
リ
、
千
世
滝
さ
ま
、
私
、
き
く
女 

（
慶
応
三
年
七
月
十
六
日
） 

来
客
、
田
口
静
子
、
伊
藤
政
野 

父
と
、
吉
田
吉
子 

父
と
、
来
栖
貞
子 

妹
福
子
と
。 

（
明
治
三
十
九
年
四
月
三
日
） 

な
ど
。 

 

一
、
漢
字
の
捨
て
仮
名
お
よ
び
格
助
詞
で
、漢
文
訓
読
符
号
的
に
片
仮
名
小
字
で
記
さ
れ
て
い
る
も
の
は
、

小
字
右
寄
せ
と
し
て
、
こ
れ
を
残
し
た
。 

 
 
 

例 

昼
前
ニ 

 
 

認
上
ル 
 

。

昼
後
よ
り
木
津
ぇ
帰
り
、 

 
 

 
 

 
 

（
文
久
元
年
十
一
月
二
十
七
日
） 

な
ど
。 

 [

校
訂
者
注
記
に
つ
い
て] 

一
、
校
訂
者
の
注
記
は
、
す
べ
て
（ 

 

）
で
括
り
、
原
本
の
文
字
と
区
別
し
た
。 
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一
、
文
字
を
記
す
べ
き
位
置
を
空
白
の
ま
ま
に
し
て
あ
る
場
合
、
概
略
そ
の
字
数
分
を
空
白
と
し
、
右
側

に
（
空
白
）
と
注
記
を
施
し
た
。
ま
た
、
字
数
が
推
定
で
き
る
場
合
は
、
（
何
字
空
白
）
と
記
し
た

場
合
も
あ
る
。 

 
 
 

例 
 

 
 
 
 
 
 
 

（
空
白
） 

 
 
 
 

美
濃
人 

 

願
候
事
。 

 
 
 

（
慶
応
三
年
九
月
二
十
八
日
） 

 
 
 
 
 

（
二
字
空
白
） 

横
浜 

 

雪
子
、 

 
 
 
 
 

（
明
治
三
十
八
年
二
月
二
十
二
日
） 

 
 
 

な
ど
。 

 

一
、
虫
損
・
汚
損
で
判
読
不
能
な
場
合
、
そ
の
文
字
の
右
側
に
（
虫
損
）
あ
る
い
は
（
汚
損
）
と
注
記
を

施
し
た
。 

 
 
 

例 
 

 
 
 
 
  

 
 
 

（ 

虫 

損 

） 

 
 
 
 

木
村
源
兵
衛 

□
□
□
。 

 
 

 

（
明
治
四
年
四
月
九
日
） 

 
 
 

な
ど
。 

 

一
、
明
ら
か
な
脱
字
、
ま
た
文
字
を
補
っ
た
ほ
う
が
意
味
が
取
り
や
す
い
場
合
、
当
該
箇
所
に
、
あ
る
べ

き
文
字
を
補
っ
た
。 

 
 
 

例 

 
 
 
 

終(

日)

、
画
認
ル 

 
 
 
 
 

（
慶
応
元
年
閏
五
月
二
十
八
日
） 

 
 

46
（
度
） 

 
 
 
 
 
 
 
 

（
明
治
四
十
一
年
一
月
二
十
五
日
、
他
） 

 
 

七
十
二
円
九
十
五
（
銭
） 

 
 

（
明
治
二
十
五
年
一
月
会
計
） 

 
 
 

な
ど
。 

 

一
、
原
本
の
記
述
に
誤
り
が
あ
る
と
思
わ
れ
る
も
の
の
、
複
数
の
正
し
い
形
が
考
え
ら
れ
る
、
あ
る
い
は

正
し
い
形
を
推
定
で
き
な
い
、等
の
理
由
で
注
記
が
施
せ
な
い
場
合
、
原
本
の
形
を
そ
の
ま
ま
残
し
、

そ
れ
が
誤
植
で
は
な
く
原
本
の
ま
ま
で
あ
る
こ
と
を
記
す
た
め
、
右
側
に
（
マ
マ
）
と
注
記
を
施
し

た
。 

 
 
 

例 

（
マ
マ
） 

入
門
仕
さ
れ 
 
 
 
 
 
 
 

（
慶
応
元
年
閏
五
月
二
十
四
日
） 

 
 
 

な
ど
。 

 

一
、
原
本
の
記
述
に
文
字
の
重
複
あ
る
い
は
余
分
な
文
字
が
あ
る
場
合
は
、
原
本
の
形
を
残
し
、
右
側
に

（
衍
）
と
注
記
を
施
し
た
。 

 
 
 

例 
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（
衍
） 

飾
屋
伊
助
方
へ
寄
候
候
処 

 
 
 
 
 
 

（
慶
応
三
年
四
月
朔
日
） 

 

（
衍
） 

ひ
と
足
も
歩
む
ま
れ
す 

 
 
 
 
 
 
 

（
明
治
三
十
七
年
十
二
月
十
四
日
） 

 
 
 

な
ど
。 

 

一
、
誤
っ
て
別
字
を
記
し
た
と
思
わ
れ
る
も
の
、
あ
る
い
は
当
時
通
用
の
用
字
で
あ
っ
て
も
、
現
在
の
文

字
意
識
か
ら
見
た
場
合
、
誤
字
と
認
識
さ
れ
か
ね
な
い
も
の
に
関
し
て
は
、
そ
の
右
側
に
正
し
い
と

思
わ
れ
る
字
、
ま
た
現
在
通
用
の
字
を
注
記
し
た
。 

 
 
 

例 

 
 
 

（
隣
） 

 
 

 
 
 

隣
家 

 
 
 
 
 
 
 

（
文
久
三
年
一
月
廿
九
日
） 

 
 
 
 
 

（
談
） 

 
 
 
 

縁
段 

 
 
 
 
 
 
 

（
文
久
三
年
四
月
十
八
日
） 

 
 
 

な
ど
。 

 

一
、
原
本
の
ま
ま
で
は
文
意
が
取
り
に
く
い
場
合
、
語
註
的
要
素
を
兼
ね
て
適
宜
、
振
り
漢
字
・
振
り
仮

名
を
、
本
文
の
右
側
に
傍
記
し
た
。
な
お
、
振
り
仮
名
は
、
旧
仮
名
遣
い
に
よ
っ
た
。 

 
 
 

例 

 
 
 
 

（
絽
） 

 
 
 
 
 

ロ
ノ
帯 

 
 
 
 
 
 

（
文
久
二
年
五
月
十
七
日
） 

（
う
ち
は
） 

 
 
 
 

御 

団 

三
十
本 

 
 
 

（
文
久
三
年
五
月
廿
日
） 

 
 
 

な
ど
。 

 

一
、
そ
の
他
、
必
要
に
応
じ
て
、
以
下
の
よ
う
な
注
記
を
、
本
文
中
の
当
該
位
置
に
記
し
た
。 

 
 
 

例 

 
 
 
 

（
何
月
何
日
、
日
記
ナ
シ
） 

 
 
 

…
… 

そ
の
日
の
日
記
が
欠
落
し
て
い
る
場
合
。 

（
何
月
何
日
、
記
載
ナ
シ
） 

 
 
 

…
… 

当
用
日
記
に
お
い
て
、
そ
の
日
の
記
事
の
記
載

が
な
い
場
合
。 

（
コ
ノ
日
、
記
事
ナ
シ
） 

 
 
 
 

…
… 

日
付
、
ま
た
天
候
・
予
定
等
の
記
述
は
あ
る
が

そ
の
日
の
本
文
記
事
の
な
い
場
合
。 

（
以
下
、
記
述
ナ
シ
） 

 
 
 
 
 

…
… 

記
述
が
途
中
で
終
わ
っ
て
い
る
場
合
。 

（
コ
ノ
文
、以
下
記
述
ナ
シ   

 
 
 
 
  

…
… 

当
該
項
目
の
記
述
が
途
中
で
終
わ
っ
て
い
る
が
、

そ
の
後
ま
た
別
の
記
述
が
く
る
場
合
。 

（
何
月
会
計
、
記
載
ナ
シ
） 

 
 
 

…
… 

会
計
項
目
の
記
載
が
な
い
場
合
。 
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（
翌
日
へ
続
ク
） 

 
 
 
 
 
 
 

…
… 

記
述
が
そ
の
日
で
終
わ
ら
ず
、
次
の
日
へ
続
い

て
い
る
場
合
。 

（
何
月
何
日
へ
続
ク
） 

 
 
 
 
 

…
… 

記
述
が
そ
の
日
で
終
わ
ら
ず
、
次
の
記
述
日
へ

続
い
て
い
る
場
合
。 

（
何
月
何
日
マ
デ
一
項
目
ノ
記
述
） 

…
… 

以
下
の
記
述
が
、
毎
日
の
日
付
を
記
さ
ず
、
一

項
目
下
に
記
さ
れ
て
い
る
場
合
。 

な
ど
。 

  [

文
字
処
理
に
つ
い
て] 

Ａ 

文
字
処
理
全
般 

一
、
仮
名
遣
い
・
送
り
仮
名
は
す
べ
て
原
本
の
ま
ま
と
し
、
誤
用
・
混
用
が
あ
る
場
合
も
、
こ
れ
を
改
め

な
か
っ
た
。 

 

一
、
原
本
に
振
り
仮
名
が
存
す
る
場
合
は
、
振
り
仮
名
を
そ
の
ま
ま
残
し
た
。 

 

一
、
原
本
に
お
け
る
、
見
せ
消
ち
、
抹
消
、
誤
字
の
上
か
ら
の
正
し
い
字
の
重
ね
書
き
、
ま
た
脱
字
の
書

き
込
み
等
は
、
そ
の
訂
正
後
の
形
を
採
用
し
た
。 

 

一
、
難
読
あ
る
い
は
虫
損
・
汚
損
等
で
判
読
で
き
な
い
箇
所
は
、
推
定
字
数
分
の

□
を
以
っ
て
代
え
、

ま
た
、
そ
れ
が
何
字
分
と
な
る
か
不
明
の
も
の
は
、
そ
の
お
お
よ
そ
の
文
字
数
分
を
［ 

 
 
 
 

］

で
示
し
た
。 

 
 
 

例 
 

 
 

（
汚
損
） 

 

（
汚
損
） 

蒸
気

□
□
大
阪

□
□ 

 
 

（
明
治
四
年
二
月
十
一
日
） 

 

 
 
 
 

女
二
人
木
津
ぇ
帰
り
［ 

 

］ 
 

（
文
久
元
年
六
月
十
七
日
） 

 

 
 
 

な
ど
。 

 

一
、
敢
え
て
推
読
を
行
な
っ
た
字
は
、

□
で
括
っ
て
区
別
し
た
。 

 
 
 

例 

 
 
 
 

右
の
腹

□症
に
て
、 

 
 
 
 

（
文
久
三
年
六
月
廿
八
日
） 

 
 
 

な
ど
。 

 

Ｂ 

漢
字 

一
、
漢
字
は
、
字
書
類
に
掲
出
さ
れ
て
い
る
現
行
の
も
っ
と
も
代
表
的
な
字
体
を
採
用
す
る
こ
と
を
基
本

と
し
た
。 
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一
、
「
常
用
漢
字
表
」
の
表
内
字
は
、
そ
の
字
体
を
用
い
た
。 

 
 
 
 

例 

 
 
 
 
 

圓 

→ 

円 
 

嶽 

→ 

岳 
 

鐵 

→ 

鉄 
 

澤 

→ 

沢 
 

龍 

→ 

竜 
 

處 

→ 

処 

 
 
 
 
 

體 
→ 

体 
 

畫 

→ 

画 

 
 
 
 
 
 

な
ど
。 

 

一
、
俗
字
、
同
字
、
異
体
字
、
通
用
字
、
古
字
等
は
、
音
義
が
同
じ
で
、
そ
の
字
体
を
残
す
こ
と
が
特
に

意
味
の
違
い
を
惹
起
し
な
い
と
考
え
ら
れ
る
場
合
、
も
っ
と
も
代
表
的
な
字
体
に
改
め
た
。 

 
 
 
 

例 

 
 
 
 
 

邨 

→ 

村 
 

乕 

→ 

虎 
 

帋 

→ 

紙 
 

峯 

→ 

峰 
 

盃 

→ 

杯 
 

艸 

→ 

草 

 
 
 
 
 

銕 

→ 

鉄 
 

渕 

→ 

淵 
 

躰 
→ 
体 

 

餝 

→ 

飾 
 

仝 

→ 

同 
 

裡 

→ 

裏 
 

皃 

→ 

貌 
 

埜 

→ 

野 
 

烟 

→ 
煙 

 

笋 

→ 

筍 
 

葊 

→ 

菴 
 

隺 

→ 

鶴 
 

嶋
・
嶌 

→ 

島 
 
 

 
 
 
  
 

な
ど
。 

 

一
、
省
文
は
、
当
該
文
脈
中
に
お
け
る
正
し
い
字
義
を
担
う
と
思
わ
れ
る
字
体
に
改
め
た
。 

 
 

 
 
 
 

例 

 
 
 
 
 

厂 

→ 

雁 
 

阝 

→ 

部 
 

王 

→ 

閏 
 

戔 

→ 

銭
・
箋 
 
 

广 

→ 

磨･

摩･

魔 
 
 

 
 
 
  
 

な
ど
。 

 

一
、
以
下
の
字
体
に
つ
い
て
は
、
字
義
お
よ
び
文
献
内
の
文
字
意
識
の
違
い
等
を
考
慮
し
、
原
本
ど
お
り

の
用
字
を
残
し
た
。
両
字
が
併
用
さ
れ
て
い
る
場
合
も
、
正
し
い
字
義
の
注
記
等
は
行
な
わ
な
か
っ

た
。 

 
 
 
 

例 

 
 
 
 
 

迹
・
跡 

 

堤
・
隄 

 

阪
・
坂 

 

歌
・
哥 

 

才
・
歳 

 

後
・
后 

 

坐
・
座 

 
 

庵
・
菴 

 

選
・
撰 

 

仙
・
僊 

 

嘆
・
歎 

 

聯
・
連 

 

唫
・
吟 

 

修
・
脩 

 
 

托
・
託 

 

扣
・
控 

 

堺
・
界 

 

砧
・
碪 

 

惣
・
総 

 

栖
・
棲 

 

嵒
・
岩 

肉
・
宍 

 

徳
・
悳 

 

国
・
圀 

な
ど
。 

 

一
、
同
一
の
固
有
名
詞
等
で
あ
り
な
が
ら
、
複
数
の
表
記
が
見
ら
れ
、
ど
ち
ら
が
正
し
い
用
字
で
あ
る
か

一
概
に
判
断
で
き
な
い
場
合
は
、
用
字
の
統
一
や
注
記
等
を
行
な
わ
ず
、
原
文
の
表
記
の
ま
ま
を
残

し
た
。
但
し
、
著
名
人
ま
た
花
蹊
近
親
者
の
姓
名
に
つ
い
て
は
、
注
記
を
行
な
っ
た
場
合
が
あ
る
。 

 
 
 
 

例 
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え
…
…
江
・
枝
・
得 

 

が
た
…
…
片
・
形 

 

か
わ
…
…
川
・
河 

 

さ
だ
…
…
定
・
貞 

す
け
…
…
介
・
允
・
助
・
輔 

 

て
る
…
…
輝
・
暉 

 

べ
…
…
辺
・
部 

ま
す
…
…
益
・
増 

よ
…
…
世
・
代 

ジ
…
…
二
・
次
・
治 

 

ソ
ウ
…
…
宋
・
宗 

 

ゾ
ウ
…
…
三
・
蔵
・
造 

チ
…
…
池
・
地 

 

ド
ウ
…
…
堂
・
道 

 

お
お
・
タ
イ
…
…
大
・
太 

 
た
・
タ
…
…
田
・
太
・
多 

 
 
 

な
ど
。 

 

一
、
当
時
俗
用
の
字
体
で
あ
る
が
、
字
義
に
照
ら
し
て
誤
字
と
判
断
さ
れ
る
も
の
は
、
現
在
慣
用
の
字
体

に
改
め
た
。 

 
 
 
 

例 

 
 
 
 
 

ギ
…
…
祗
→ 

★
（
示
＋
氏
） 

 

サ
イ
…
…
斉 

→ 

斎 
 

う
つ
ぼ
…
…
靱 

→ 

靫 
 
 

す
が
…
…
管 

→ 

菅 
 

そ
る
…
…
剌 

→ 

剃 
 

ト
…
…
牡 

→ 

杜 
 
 

や
ぶ
…
…
籔 

→ 

藪 
 

マ
イ
・
ひ
ら
…
…
牧 

→ 

枚 
 

ま
す
・
シ
ョ
ウ
…
…
舛 

→ 

升 

 
 
 
 

な
ど
。 

 

一
、
漢
字
の
崩
し
が
、
二
つ
の
文
字
の
ど
ち
ら
の
も
の
で
あ
る
か
が
決
定
し
難
い
場
合
、
現
在
慣
用
の
字

体
あ
る
い
は
当
時
慣
用
の
字
体
を
採
用
し
た
。ま
た
前
後
の
文
脈
に
よ
る
判
断
を
行
な
っ
た
場
合
も

あ
る
。 

 
 
 
 

例 

良 
 
 
 
 

洲 
 
  
 
 
 

而 
 

 
 
 
 
 
 

郎 
 
 
 
 

州 
 
 
  
 
 
  

る 

 
 
 
 
 
 

な
ど
。 

 

一
、
前
後
の
文
脈
ま
た
類
推
等
に
よ
っ
て
存
在
し
な
い
文
字
を
書
い
て
し
ま
っ
て
い
る
場
合
は
、
正
し
い

と
思
わ
れ
る
字
に
書
き
改
め
た
。 

 
 
 
 

例 

心
★
（
臟
－
月
＋ﾔ
ﾏ
ｲ
ﾀﾞ
ﾚ

）
動
揺
ス 

→ 

心
臓
動
揺
ス 

（
明
治
二
十
七
年
九
月
十
九
日
） 

 
 
 
 
 

急
性
脳
★
（
月
＋
幕
）
炎 

→ 

急
性
脳
膜
炎 

 
 
 
 
 

（
明
治
三
十
年
八
月
二
十
八
日
） 

 
 
 
 
 
 

な
ど
。 

 

Ｃ 

仮
名 

一
、
平
仮
名
・
片
仮
名
は
、
原
則
と
し
て
現
行
の
字
体
に
改
め
、
変
体
仮
名
、
合
字
等
は
こ
れ
を
残
さ
な

か
っ
た
。 

 
 
 
 

例 
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[

図]
 

→ 

た
り 

 
 
 
 
 
 

 
 

 
 

[

図]
 

→ 

よ
り 

 
 
 
[

図]  

→ 

な
け
き 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
[

図]
 

→ 

ま
い
ら
せ
候 

  
 

 
 
 
[

図] 

→ 

さ
ま 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
[

図] 

→ 

コ
ト 

 

な
ど
。 

 

一
、
変
体
仮
名
の
う
ち
「 

[

図]
 

」
は
ハ
行
転
呼
音
を
担
う
こ
と
が
多
く
、「[

図]

」
は
格
助
詞
ま
た
捨

て
仮
名
風
に
小
字
で
記
さ
れ
る
こ
と
が
多
い
た
め
、
類
似
の
字
形
を
持
つ
片
仮
名
の
「
ハ
」
「
ニ
」

を
当
て
て
、
こ
れ
を
残
し
た
。 

 

一
、
女
性
人
名
・
食
物
等
に
お
い
て
、
仮
名
の
字
母
に
好
字
を
当
て
用
い
て
い
る
場
合
は
、
現
行
の
仮
名

に
置
き
換
え
ず
、
字
母
の
漢
字
を
そ
の
ま
ま
残
し
た
場
合
が
あ
る
。 

 
 
 
 

例 [

図]
 

→ 

久
万
女 

 
 
 
[

図]
 

→ 

寿
も
し 

な
ど
。 

 

一
、
清
濁
は
原
本
の
ま
ま
と
し
、
私
に
濁
点
・
半
濁
点
を
施
さ
な
か
っ
た
。 

 

Ｄ 

畳
字 

一
、
畳
字
は
、
原
本
の
ま
ま
、「
ゝ
」「
ヽ
」「
ゞ
」
「
ヾ
」
「
々
」
「

〱
」「

〲
」
を
用
い
た
。
な
お
、

畳
字
部
分
か
ら
新
た
に
単
語
や
文
章
が
始
ま
る
場
合
、
ま
た
畳
字
が
単
に
音
の
繰
り
返
し
だ
け
を
示

し
意
味
の
繰
り
返
し
を
担
わ
な
い
場
合
は
、
そ
の
畳
字
を
残
さ
ず
、
あ
る
べ
き
文
字
を
当
て
た
。 

 
 
 

例 

 
 
 
 
 

得
物
を
携
て
帰
々
途
月
清
く 

→ 

得
物
を
携
て
帰
。
帰
途
、
月
清
く 

（
明
治
十
八
年
十
月
十
八
日
、
上
段
） 

 
 
 
 
 
 

午
下 

佐
野
ゝ
隠
居
を
問
ふ 

→ 

午
下
、
佐
野
の
隠
居
を
問
ふ
。 

（
明
治
二
十
九
年
十
二
月
四
日
） 

 
 
 

な
ど
。 

 

Ｅ 

そ
の
他
記
号
類 

一
、
原
本
に
は
、
ほ
と
ん
ど
句
読
点
が
付
さ
れ
て
い
な
い
た
め
、
「 

、
」
「 

。
」
二
種
類
の
句
読
点
を
施
し

た
。 

 

一
、
欧
米
人
の
姓
名
の
区
切
り
に
限
り
、「
・
」
を
用
い
た
。
原
本
で
は
、
読
点
を
用
い
て
い
る
場
合
お

よ
び
何
も
句
読
を
施
し
て
い
な
い
場
合
が
あ
る
。 
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例 

 
 

フ
レ
デ
リ
ツ
ク
、
エ
ル
ダ
ー
氏 

→ 

フ
レ
デ
リ
ツ
ク
・
エ
ル
ダ
ー
氏 

（
明
治
三
十
一
年
五
月
十
九
日
） 

 
 
 
 

フ
ア
ブ
ル 

ル
イ
ズ 

→ 

フ
ア
ブ
ル
・
ル
イ
ズ 

 
 
 
 

（
明
治
四
十
年
十
二
月
二
十
一
日
） 

な
ど
。 

 

一
、 

心
覚
え
の
た
め
の
「
○
」
「
●
」
、
ま
た
他
の
部
分
へ
の
文
章
の
つ
な
が
り
を
示
す
合
印
の
た
め

の
「
○

」
「
○

」
、
ま
た
強
調
の
た
め
の
「 

」
の
符
号
等
は
、
こ
れ
を
省
略
し
た
。
た
だ
し
、
反
物

到
来
を
確
認
す
る
「
○
」
印
や
漢
数
字
、
ま
た
支
払
済
み
や
受
け
取
り
済
み
を
示
す
合
点
「
〵
」
等

の
記
号
は
、
こ
れ
を
残
し
た
。 

 

＊
な
お
、
本
文
に
お
け
る
誤
字
、
扉
解
説
、
ま
た
口
絵
解
説
に
お
い
て
は
、
必
ず
し
も
「
翻
刻
要

領
」
に
よ
ら
ず
、
原
文
の
字
形
を
尊
重
し
た
部
分
が
あ
る
。 

 

 
 
 
 
 
  
 
 
  
 
 
  
 
 
  
 
 
   

 
 
 
 
  
 
 
  
 
 
  
 
 
  
 
 
   

 
 
 
 
  
 
 
  
 
 
  
 
 
 
 
   

 
 
 
 

以
上 


